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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 271,636 △11.7 11,492 △59.2 9,177 △63.5 5,608 △67.4

2021年３月期第２四半期 307,494 △1.0 28,151 44.4 25,121 54.5 17,218 60.3

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 10,603百万円（△49.8％） 2021年３月期第２四半期 21,102百万円（95.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 26.86 －

2021年３月期第２四半期 82.48 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 1,641,779 363,664 21.1

2021年３月期 1,595,626 355,740 21.2

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 346,477百万円 2021年３月期 338,625百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 10.00 15.00

2022年３月期 － 7.50

2022年３月期（予想） － 7.50 15.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 580,000 △9.3 10,000 △43.9 5,000 △59.5 3,000 △56.1 14.37

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 210,333,694株 2021年３月期 210,333,694株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 1,568,918株 2021年３月期 1,565,626株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 208,766,686株 2021年３月期２Ｑ 208,773,253株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（６）四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料Ｐ．１

「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は2021年10月28日（木）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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今回予想値 前回予想値

総販売電力量（億kWh）

[前期比]

340程度

[105％程度]

325程度

[100％程度]

為替レート（円／ドル） 110程度 110程度

原油CIF（ドル／バーレル） 75程度 60程度

石炭CIF（ドル／トン） 165程度 100程度

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）全般の概況

当第２四半期の収支については、売上高（営業収益）は、「電気事業会計規則」の改正により、再エネ特措法

賦課金及び再エネ特措法交付金が売上高から控除される影響などから、2,716億円（前年同四半期比 88.3％）と

なり、これに営業外収益を加えた経常収益は2,735億円（同 88.7％）となった。

また、経常利益は、総販売電力量の増加はあるものの、石炭価格の高騰、設備関連費の増加などにより、91億

円（同 36.5％）となった。

これに、法人税等を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は56億円（同 32.6％）となった。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度の業績予想については、総販売電力量の増加などを踏まえ、売上高（営業収益）を5,800億円程

度に上方修正している。利益面では、足元の原油・石炭価格高騰などを踏まえ、営業利益100億円程度、経常利益

50億円程度、親会社株主に帰属する当期純利益30億円程度に下方修正している。

期末配当予想については、安定配当を継続し、株主の皆さまにお応えしていく観点から、１株につき７円50銭と

している。

[主要諸元]
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

固定資産 1,350,284 1,368,954

電気事業固定資産 868,222 873,646

水力発電設備 98,645 96,883

汽力発電設備 203,632 215,538

原子力発電設備 120,441 115,938

送電設備 161,426 161,497

変電設備 92,079 91,172

配電設備 153,359 154,031

業務設備 32,304 32,421

その他の電気事業固定資産 6,332 6,163

その他の固定資産 54,583 53,268

固定資産仮勘定 156,949 169,720

建設仮勘定及び除却仮勘定 149,289 162,060

使用済燃料再処理関連加工仮勘定 7,659 7,659

核燃料 86,984 81,152

装荷核燃料 26,219 26,219

加工中等核燃料 60,765 54,932

投資その他の資産 183,544 191,166

長期投資 111,661 117,807

退職給付に係る資産 24,181 24,548

繰延税金資産 40,302 38,396

その他 9,238 12,319

貸倒引当金（貸方） △1,839 △1,906

流動資産 245,342 272,825

現金及び預金 132,310 133,427

受取手形及び売掛金 72,019 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 66,637

棚卸資産 27,203 25,708

その他 15,140 47,785

貸倒引当金（貸方） △1,331 △733

合計 1,595,626 1,641,779

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債及び純資産の部

固定負債 1,006,650 1,072,061

社債 475,000 515,000

長期借入金 405,555 429,965

退職給付に係る負債 32,180 32,253

資産除去債務 85,692 86,676

その他 8,221 8,165

流動負債 212,589 185,408

１年以内に期限到来の固定負債 86,593 78,962

短期借入金 7,080 5,381

支払手形及び買掛金 33,585 31,196

未払税金 11,817 9,098

その他 73,512 60,770

特別法上の引当金 20,645 20,645

渇水準備引当金 20,645 20,645

負債合計 1,239,886 1,278,115

株主資本 329,485 332,698

資本金 117,641 117,641

資本剰余金 33,992 33,992

利益剰余金 181,208 184,421

自己株式 △3,356 △3,356

その他の包括利益累計額 9,139 13,779

その他有価証券評価差額金 4,685 4,356

繰延ヘッジ損益 1,891 7,609

為替換算調整勘定 － 9

退職給付に係る調整累計額 2,562 1,804

非支配株主持分 17,115 17,186

純資産合計 355,740 363,664

合計 1,595,626 1,641,779
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業収益 307,494 271,636

電気事業営業収益 281,616 241,554

その他事業営業収益 25,877 30,081

営業費用 279,342 260,143

電気事業営業費用 256,217 233,053

その他事業営業費用 23,125 27,090

営業利益 28,151 11,492

営業外収益 1,015 1,901

受取配当金 292 330

受取利息 34 34

還付消費税等 16 325

デリバティブ評価益 － 353

持分法による投資利益 129 －

その他 542 858

営業外費用 4,045 4,216

支払利息 3,546 3,309

持分法による投資損失 － 263

その他 499 643

四半期経常収益合計 308,509 273,537

四半期経常費用合計 283,388 264,360

経常利益 25,121 9,177

税金等調整前四半期純利益 25,121 9,177

法人税、住民税及び事業税 7,192 3,125

法人税等調整額 102 71

法人税等合計 7,295 3,197

四半期純利益 17,825 5,980

非支配株主に帰属する四半期純利益 606 372

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,218 5,608

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 17,825 5,980

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 607 △352

繰延ヘッジ損益 1,985 5,717

退職給付に係る調整額 682 △749

持分法適用会社に対する持分相当額 2 6

その他の包括利益合計 3,276 4,622

四半期包括利益 21,102 10,603

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,445 10,247

非支配株主に係る四半期包括利益 657 355

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 25,121 9,177

減価償却費 26,972 27,201

減損損失 73 81

原子力発電施設解体費 2,043 2,085

固定資産除却損 799 673

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △331 173

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 557 △1,506

受取利息及び受取配当金 △326 △364

支払利息 3,546 3,309

売上債権の増減額（△は増加） △5,366 5,562

棚卸資産の増減額（△は増加） 641 1,494

仕入債務の増減額（△は減少） △14,986 △2,389

未払事業税及び未払消費税等の増減額（△は減

少）
△4,407 △2,139

その他 △10,029 △31,368

小計 24,307 11,991

利息及び配当金の受取額 339 382

利息の支払額 △3,697 △3,345

法人税等の支払額 △4,732 △2,286

法人税等の還付額 193 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,409 6,744

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △42,822 △54,185

工事負担金等受入による収入 221 329

固定資産の売却による収入 67 7

投融資による支出 △5,979 △9,943

投融資の回収による収入 12 432

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,500 △63,359

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の発行による収入 40,000 60,000

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

長期借入れによる収入 14,000 43,500

長期借入金の返済による支出 △18,623 △26,414

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,294 △1,698

自己株式の売却による収入 2 0

自己株式の取得による支出 △2 △2

配当金の支払額 △2,091 △2,091

非支配株主への配当金の支払額 △299 △356

その他 △8 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,683 52,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △23,407 △3,682

現金及び現金同等物の期首残高 163,019 132,310

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
865 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 140,477 128,627

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はない。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はない。

（６）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、一部の連結子会社を除き、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算している。

（７）会計方針の変更

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとした。

　これにより、一部の連結子会社において、従来は工事完成基準を適用していた工事請負契約のうち、一定の期

間にわたり履行義務が充足される契約については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき

収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更している。

　なお、当社には、電力の小売全面自由化に伴う一般需要家保護を目的とする料金規制経過措置期間において

「電気事業会計規則」（昭和40年通商産業省令第57号）が適用されているため、一般家庭等の顧客に対して検針

日基準による収益の計上処理（毎月、月末以外の日に実施する検針により確認した使用量に基づき収益を計上す

る処理）を行い、決算月に実施した検針の日から決算日までに生じた収益は翌月に計上している。当該経過措置

終了後は、決算月に実施した検針の日から決算日までに生じた収益は「収益認識に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）第103-２項に基づいて見積り計上することとなる。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用している。また、収益認

識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減している。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益が729百万円増加し、営業費用は696百万円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ32百万円増加している。また、利益剰余金の当期首残高

は70百万円増加している。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとした。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っていない。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契

約から生じる収益を分解した情報を記載していない。

（改正電気事業会計規則の適用）

　2021年４月１日に「電気事業会計規則」（昭和40年通商産業省令第57号）が改正施行された。これにより、前

連結会計年度において営業収益に含まれていた再エネ特措法賦課金及び再エネ特措法交付金について、営業費用

から控除する処理に変更している。

　改正電気事業会計規則の適用については、「電気事業会計規則等の一部を改正する省令」（令和３年経済産業

省令第22号）附則第２条第２項の規定に従い、第１四半期連結会計期間の期首より前には遡及適用していない。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益及び営業費用はそれぞれ65,152百万円減少し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はない。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしている。これにより、従来、時価を把握すること

が極めて困難と認められる金融商品とされていた社債その他の債券については取得原価をもって四半期連結貸借

対照表価額としていたが、観察可能なインプットを入手できない場合であっても、入手できる最良の情報に基づ

く観察できないインプットを用いて算定した時価をもって四半期連結貸借対照表価額としている。
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